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渡哲也 園まり 高橋英樹  山本陽子 名古屋章  見明凡太朗 

ザ・ドリフターズ（いかりや長介 加藤茶 仲本工事 荒井注 高木ブー） 

布施明 奥村チヨ 監督:野口晴康 脚本:才賀明/中野顕影 音楽:宮川泰
 

 

後 援 ： 横 浜 市 教 育 委 員 会 
 

[入場料]前売：１,０００円 当日：１,３００円 障がい者：１,０００円 介助者１名無料 
 

[主催・問合せ] ０８０－８１１８－８５０２（10 時～18時）横浜キネマ倶楽部 
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 

いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 

横浜シネマリン（長者町）０４５-３４１-３１８０/岩間市民プラザ（天王町）０４５-３３７-００１１ 

【チケットぴあ】（Ｐコード：５５１-５１５）  

（C）日活 

【最寄駅】JR「桜木町」駅から徒歩１０分 

市営地下鉄「桜木町」駅から徒歩１０分 

助成：横浜市地域文化サポート事業・ヨコハマアートサイト 2021 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草

原のナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い

風船・白い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉を

たたく人/縞模様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音

と地球の回転/デザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅

芸人の記録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみ

がえりのレシピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救い

たい/野のなななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひらを太陽に/袴田巖夢の間の世の中/父を

探して/お盆の弟/祖谷物語－おくのひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと/どっこい! 人間節  寿・自由労働者

の街/孤獨の人/喜劇大風呂敷/神宮希林わたしの神様/寿ドヤ街生きる/寿ドヤ街生きる２/日曜日の子供たち/１９

９９年の夏休み/風のある道/アダムズ・アップル/十階のモスキート/約束名張毒ぶどう酒事件死刑囚の生涯
 

 
 

 

【ロケ地】神奈川県立図書館／ヨットハーバー／野毛山公園／横浜港／山下公園／大桟橋／外人墓地／元町 

中華街／横浜マリンタワー／横浜ドリームランド／倉庫街 （C）日活 

【解説】 

人気歌手園まり最高のヒット曲「夢は夜ひらく」の映画化。

ナイト・クラブの歌手に抜擢された園まりと、ヤクザから足を洗

おうとして死んだ兄の弟分・高橋英樹との切ない慕情、幼な

友達の渡哲也・山本陽子兄妹との友情を、ミナト横浜を背景

に、園まりがソフト・ムードな歌声で謳いあげる最高の青春歌

謡ムード・ロマン。キャストは園まり、渡哲也、高橋英樹、山本

陽子をはじめ、人気歌手布施明、奥村チヨ、人気コメディ・バ

ンド、ザ・ドリフターズ、名古屋章、見明凡太朗ら豪華多彩な

顔ぶれ。スタッフは監督・野口晴康、脚本・才賀明・中野顕

彰、撮影・上田宗男、音楽・宮川泰 

【 横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部 】 
住   所：〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民活動サポートセンターNo.269 横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080-8118-8502（10～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス https://ykc.jimdofree.com/ 

 

【物語】 

神奈川県立図書館に勤める矢沢マリ（園まり）は、ある日親友

の片桐洋子（山本陽子）によって強引に市内のナイト・クラブの

ステージに立たされてしまった。そこの専属歌手の穴うめだっ

たが、以前から歌が好きなうえに心をこめて唄うマリの歌はお

客にもマネージャーにも好評だった。はじめてのステージに上

気して控室に戻ったマリは、そこに待っていた岬（高橋英樹）と

いう男にいきなり抱き寄せられた。岬はドアを背にしてマリと入

れ違いに入って来た男から身を隠したのだ。岬はマリに非を詫

びてそそくさと部屋を出ていった。翌日、岬はマリの勤め先に

訪ねて来た。彼は死んだマリ兄の弟分で、兄の遺産一千万円

を彼女に届けに神戸からやって来たのだった。矢沢はたった

一人の肉親であるマリを残して八年前に家を飛び出し、ヤクザ

の道を歩んで来たが、妹のために足を洗おうと、岬と工藤兄弟

（名古屋章・平田大三郎）と四人でキャバレーを経営し、汗水流

して四千万円を貯め、四人で分けあった矢先に事故で死んだ

のだ。ところが工藤兄弟は矢沢の遺産をマリに渡すことはない

と山分けをせまり、岬のあとをつけ狙っていたのだ。昨夜の男も

工藤だった。「そんなお金はいただきたくありません」マリは兄

への憎しみから頑なに岬の申し出を断るのだった。矢沢に忠

誠を誓った岬はそんなことであきらめず、夜もまたクラブに現れ

た。岬はマリをテーブルに呼びフロアーにつれ出した。スロー

テンポで踊っているうちに、いつしかマリは岬に心を惹かれて

いった。この様子をみていた洋子の気持ちはただならぬものだ

った。何故なら小さな造船所を経営する洋子の兄・誠（渡哲也）

は、マリやその兄と幼な友達で、以前からマリに心を寄せてい

たからだ。洋子からこの話を聞いた誠は、いたってのんびりし

ていたが、岬がヤクザだと聞き、多少心の動揺を示した。工藤

兄弟はいろいろな手をつかって岬から矢沢の金をまきあげよう

と企んでいたが、神戸から彼らを尾行している老刑事三輪田

（見明凡太朗）によっていつも邪魔されていた。 

 

 


